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１．応募者に関する情報 
-氏名またはチーム名：河村郁江 

-所属：名古屋産業大学 

-メールアドレス（代表）： 

‐応募者に学生が含まれる： いいえ 

‐応募者の代表が学生である： いいえ 

 

２．応募部門：一般部門 

３．構築したナレッジグラフについて 
 

● 構築対象としたナレッジグラフ 

郷土料理を手軽に調理するための、GPT-3.5 を用いた郷土料理レシピの簡単化生成 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

● 構築したナレッジグラフの基本情報 

○ データサイズ 

Turtle 248 トリプル，html 248, txt 248  61.1 MB 

○ データ形式           

  RDF（Turtle），JSON   

● 構築したナレッジグラフのデータの入手先 

 

● 下記の URL に turtle,html,txt 形式にした郷土料理簡単化レシピデータフォル

ダがあります。 

https://phirip.com/easyrecipe.zip       

４．ナレッジグラフ構築に用いた「言語モデル」および「構築手法」につい

て 

● ナレッジグラフ構築に用いた「言語モデル」 

レシピ簡単化については、GPT-3.5-turbo（ChatGPT の API）を使用。 代替デ

ータの作成には GPT-4（Google Colaboratory）を使用した。 

ナレッジグラフ構築に用いた「データ」 

LLM に様々な外部データを追加することができるデータフレームワークである

LlamaIndex を使用。 LlamaIndex は Retrieval-Augmented Generation（RAG）と呼ば

れるものの一種である。 



 

● LLM への問い合わせに用いたプロンプト 

 



  

● ナレッジグラフの構築手法の説明 

上図のプロンプト例の 4において、GPT-3.5（ChatGPT）に対して html と RDF/Turtle

の出力例を指示し、html と RDF/Turtle 形式のレシピを生成した。生成された

RDF/Turtle 形式が正しいかどうかを確認するため、Python の RDF ライブラリである

RDFLib を用いた。 

 

●  パフォーマンス情報 

当提案手法は、軽量であり高性能な計算機スペックは必要がなく、典型的なハードウ

ェア環境でスムーズに実行できるため、特別な計算機スペックは必要ありません。 

 

● 参考情報 

関連する論文 

● 河村 郁江, 白松 俊, 郷土料理継承のための GPT-3.5 を用いたレシピ簡単化および RDF

生成手法の試作, 人工知能学会第二種研究会資料, 2023, 2023 巻, SWO-061 号, p. 

09- 

● 河村 郁江, 白松 俊, GPT-3.5 を用いた架空の郷土料理レシピ生成のための郷土料理知

識データの調整, 研究報告人文科学とコンピュータ, 2023 

 

５．構築したナレッジグラフの評価 

 

 一般部門 

当システムでは、郷土料理レシピを簡単化したレシピを生成し、郷土料理を手軽に作

りたい人が郷土料理の調理の参考にすることを目指している。 

 

構築したナレッジグラフが，対象とした領域の知識をどの程度カバーしているか？に

ついて、当アプリでは、郷土料理の雰囲気を取り入れた簡単なレシピを生成し、保存

している。プロンプトには、選ばれた郷土料理のデータ（既存の郷土料理レシピの

JSON データ）が丸ごと含まれ、そこにユーザーからの「簡単化の要望」が組み込まれ

ます。そのため、元のデータは日本の 47 都道府県の郷土料理を網羅しているが、生成

された簡単化レシピは元のデータをベースに、郷土料理の雰囲気を残しつつ簡単にで

きるようにアレンジされており、正確な郷土料理レシピの知識は、システムで用いて

いる既存の郷土料理レシピの JSON データにある。 

構築したナレッジグラフを，既存のナレッジグラフやオントロジー，それに類する構

造化知識と比較した際に，どの程度一致させるかに関しても現在検討中で、料理や食

品に特化した汎用的なオントロジーとできるだけ一致するような RDF データを生成し

たいと考えている。 

 

郷土料理の雰囲気を取り入れた簡単なレシピを生成に関しては、従来であれば，１つ

のレシピを作成し、RDF を構築するのに 30 分はかかると考えられるが、当アプリを使

えば、地域を選択し、要望を書き込むだけでレシピの生成と RDF の生成まで自動でで



きるため、時間は 1/30 程度に抑えられると考えられる。 

 

 構築したナレッジグラフや提案手法のアピールポイント 
 

 



 

 
 



 

 

６．ナレッジグラフの構築に利用したプログラム（オプション） 

  まだ構築中であるため、今回は公開を見送ります。 

 

[今後の予定] 

・郷土料理レシピ簡単化のナレッジグラフを実際に役立てるにはどうしたらいいかを

再検討する 

・生成する郷土料理レシピの形式の検討と作成 

・RDF/turtle と、Json-ld データを Web 上で一覧表示する。 

・システムを本番用にする 
 

 

応募フォーム 

 - 公開の可否： 

   （〇）公開してよい 

   （ ）非公開とする 

 

応募したナレッジグラフ 

 - 公開の可否： 

   （ ）公開してよい 

   （〇）非公開とする 

 - 公開形式： 

   （ ）ナレッジグラフ推論チャレンジのサイトで公開 



   （ ）独自のサイトで公開してリンクを希望 

      →公開先 URL（※）：ご記入ください  

 

応募したプログラム等 

 - 公開の可否： 

   （ ）公開してよい 

   （〇）非公開とする 

 - 公開形式： 

   （ ）ナレッジグラフ推論チャレンジのサイトで公開 

   （ ）独自のサイトで公開してリンクを希望 

     →公開先 URL（※）：ご記入ください  

 

※公開先 URL は，後日，公開先が決定してからご連絡いただいても結構です． 

 

申し訳ありませんが、先日の SWO研究会で発表したところまでは、動いているのです

が、更に追加機能を作成しているため、完成したら Web サイトで公開したいと考え

ており、完成次第連絡させて頂きます。 


